
 

 

（１０）家庭、技術・家庭 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた家庭科、技術・家庭科の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 家庭科、技術・家庭科家庭分野においては、普段の生活や社会に出て役立つ、将来生

きていく上で重要であるなど、児童生徒の学習への関心や有用感が高いなどの成果が見

られる。一方、社会構造の変化や家庭や地域の教育力の低下等に伴い、家族の一員とし

て協力することへの関心が低いこと、家族や地域の人々と関わること、社会に参画する

ことや家庭での実践が十分ではないことなどに課題が見られる。また、家族・家庭生活

の多様化や消費生活の変化等に加えて、グローバル化や少子高齢社会の進展、持続可能

な社会の構築等、急激な社会の変化に主体的に対応することが求められる。 

○ 技術・家庭科技術分野においては、社会、環境及び経済といった複数の側面から技術

を評価し具体的な活用方法を考え出す力や、目的や条件に応じて設計したり、効率的な

情報処理の手順を工夫したりする力の育成について課題があるとの指摘がある。また、

社会構造の変化等に主体的に対応し、よりよい生活や持続可能な社会を構築していくた

め、技術分野では、技術の発達を主体的に支え、技術革新を牽引することができるよう、

技術を評価、選択、管理・運用、改良、応用することが求められる。 

ⅱ）課題を踏まえた家庭科、技術・家庭科の目標の在り方 

○ 家庭科、技術・家庭科の目標については、次のとおり設定する。家庭科、技術・家庭

科家庭分野では、実践的・体験的な学習活動を通して、家族・家庭、衣食住、消費や環

境等についての科学的な理解を図り、それらに係る技能を身に付けるとともに、生活の

中から問題を見出して課題を設定しそれを解決する力や、よりよい生活の実現に向けて、

生活を工夫し創造しようとする態度等を育成することを目標とする。（別添１１-１、

別添１１-３を参照） 

技術・家庭科技術分野では、実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用され

ている技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付けるとともに、

生活や社会の中から技術に関わる問題を見出して課題を設定しそれを解決する力や、よ

りよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しよう

とする態度等を育成することを目標とする。（別添１１-２、別添１１-４を参照） 

ⅲ）家庭科、技術・家庭科における「見方・考え方」 

○ 家庭科、技術・家庭科家庭分野では、人の生活の営みに係る多様な生活事象を学習対

象としている。生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造するために、「家族や家庭、

衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化

の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫

すること」を「生活の営みに係る見方・考え方」として整理した。なお、この「見方・
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考え方」に示される視点は、相互に関わり合うものであり、児童生徒の発達の段階を踏

まえるとともに、取上げる内容や題材構成等によって適切に定める必要がある。 

○ 技術・家庭科技術分野では、技術の開発・利用の場面において用いられている、「生

活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全性、環

境負荷や経済性等に着目して技術を最適化すること」という技術ならではの視点や思考

の枠組みを、「技術の見方・考え方」として整理した。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 家庭科、技術・家庭科家庭分野で育む資質・能力は、「生活の営みに係る見方・考え

方」を働かせつつ、生活の中の様々な問題の中から課題を設定し、その解決を目指して

解決方法を検討し、計画を立てて実践するとともに、その結果を評価・改善するという

活動の中で育成できると考えられる。そこで学習過程を、１）生活の課題発見、２）解

決方法の検討と計画、３）課題解決に向けた実践活動、４）実践活動の評価・改善と整

理した。なお、家庭や地域での実践についても一連の学習過程として位置付けることが

考えられる。（別添１１-５を参照） 

○ 技術・家庭科技術分野で育む資質・能力は、単に何かをつくるという活動ではなく、

「技術の見方・考え方」を働かせつつ、生活や社会における技術に関わる問題を見出し

て課題を設定し、解決方策が最適なものとなるよう設計・計画し、製作・制作・育成を

行い、その解決結果や解決過程を評価・改善するという活動の中で効果的に育成できる

と考えられる。そこで学習過程を、１）既存の技術の理解と課題の設定、２）技術に関

する科学的な理解に基づいた設計・計画、３）課題解決に向けた製作・制作・育成、４）

成果の評価と次の問題の解決の視点と整理した。（別添１１-６を参照） 

イ 指導内容の示し方の改善 

○ 家庭科、技術・家庭科家庭分野の指導内容については、次の三点から示し方を改善す

ることが求められる。第一には、小・中・高等学校の内容の系統性の明確化である。児

童生徒の発達を踏まえ、小・中・高等学校の各内容の接続が見えるように、小・中学校

においては、「家族・家庭生活」、「衣食住の生活」、「消費生活と環境」の三つの枠

組に整理することが適当である。また、この枠組は、①ⅲ）に示した「見方・考え方」

も踏まえたものである。 

○ 第二には、空間軸と時間軸という二つの視点からの学校段階に応じた学習対象の明確

化である。空間軸の視点では、家庭、地域、社会という空間的な広がりから、時間軸の

視点では、これまでの生活、現在の生活、これからの生活、生涯を見通した生活という

時間的な広がりから学習対象を捉えて指導内容を整理することが適当である。 
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○ 第三には、学習過程を踏まえた改善である。生活の中から問題を見出し、課題を設定

し、解決方法を検討し、計画・実践、評価・改善するという一連の学習過程を重視し、

この過程を踏まえて基礎的な知識・技能の習得に係る内容や、それらを活用して思考

力・判断力・表現力等の育成に係る内容について整理することが適当である。 

○ 技術・家庭科技術分野の指導内容については、資質・能力や学習過程との関連を図る

ことが適当であり、以下の内容で構成することが考えられる。 

・ 技術の仕組みや役割、進展等を、科学的に理解することで、「技術の見方・考え方」

に気付き、課題の解決に必要となる知識・技能を習得させる内容（「生活や社会を支

える技術」） 

・ 習得した知識・技能を活用して、生活や社会における技術に関わる問題を解決する

ことで、理解の深化や技能の習熟を図るとともに、技術によって問題を解決できる力

や技術を工夫し創造しようとする態度を育成する内容（「技術による問題解決」） 

・ 自らの問題解決の結果と過程をふり返ることで、身に付けた「技術の見方・考え方」

に沿って生活や社会を広く見つめなおす内容（「社会の発展と技術」） 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

ア 科目構成の見直し 

○ 高等学校家庭科においては、自立した生活者として必要な生活の科学的な理解、生活

課題を解決する力の育成について一層の充実が求められる。また、選挙権年齢が１８歳

以上に引き下げられたことなども踏まえて、男女が協力して主体的に家庭を築き相互に

支え合う社会の構築に向けて、家庭や地域の生活を創造しようとする態度や主体的に地

域社会と関わり、参画しようとする態度を育成することが一層求められている。 

・ 科目構成と内容については、現行の「家庭基礎」（２単位）、「家庭総合」（４単

位）及び「生活デザイン」（４単位）の３科目から、各科目の履修状況を踏まえて、

内容を再構成し「家庭基礎（仮称）」、「家庭総合（仮称）」の２科目とすることが

適当である。 

・ 「家庭基礎（仮称）」では、高等学校の卒業段階において、自立した生活者として

必要な実践力を育成することを重視した基礎的な内容構成とする。 

・ 「家庭総合（仮称）」では、従前の「家庭総合」や「生活デザイン」の内容を引き

継ぎ、生涯を見通したライフステージごとの生活を科学的に理解させるとともに、主

体的に生活を設計することや、生活文化の継承・創造等、生活の価値や質を高め豊か

な生活を創造することを重視した内容構成とする。 

イ 教育内容の見直し 
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〇 今後の社会を担う子供たちには、グローバル化、少子高齢化、持続可能な社会の構築

等の現代的な諸課題を適切に解決できる能力が求められることから、家庭科、技術・家

庭科においては、学校種ごとに次のような教育内容の見直しを図ることが必要である。 

（小学校 家庭科） 

〇 小学校家庭科については、家族・家庭生活、衣食住の生活、消費生活と環境に関する

三つの内容で構成する。家族の一員として家庭の仕事に協力するなど、家庭生活を大切

にする心情を育むための学習活動や、家族や地域の異世代の人々と関わるなど、人とよ

りよく関わる力を育成するための学習活動、食育を一層推進するための食事の役割や栄

養・調理の基礎に関する学習活動を充実する。また、消費生活や環境に配慮した生活の

仕方に関する内容を充実するとともに、他の内容との関連を図り、実践的な学習活動を

一層充実する。さらに、主として衣食住の生活において、日本の生活文化の大切さに気

付く学習活動を充実する。 

〇 学習した知識・技能を実生活で活用するために、家庭や地域と連携を図った生活の課

題と実践に関する指導事項を設定することや、基礎的な知識・技能を確実に身に付ける

ために、一部の題材を指定することも考えられる。 

（中学校 技術・家庭科 技術分野） 

○ 技術・家庭科技術分野については、生活や社会において様々な技術が複合して利用さ

れている現状を踏まえ、材料、加工、生物育成、エネルギー変換、情報等の専門分野に

おける重要な概念等を元にした教育内容とする。なお、急速な発達を遂げている情報の

技術に関しては、小学校におけるプログラミング教育の成果を生かし、発展させるとい

う視点から、従前からの計測・制御に加えて、動的コンテンツに関するプログラミング

や、ネットワークやデータを活用して処理するプログラミングも題材として扱うことが

考えられる。その際、情報セキュリティ等についても充実する。  

○ また、技術の発達を支え、技術改革を牽引するために必要な資質・能力を育成する視

点から、知的財産を創造・保護・活用していこうとする態度や使用者・生産者の安全に

配慮して設計・製作したりするなどの倫理観の育成を重視する。併せて、技術の高度化

や産業構造の変化等の社会の変化を踏まえ、我が国に根付いているものづくりの文化や

伝統的な技術の継承、技術革新及びそれを担う職業・産業への関心、経済的主体等とし

て求められる働くことの意義の理解、他者と協働して粘り強く物事を前に進めようとす

ること、安全な生活や社会づくりに貢献しようとすること等を重視する。 

（中学校 技術・家庭科 家庭分野） 

〇 技術・家庭科家庭分野については、家族・家庭生活、衣食住の生活、消費生活・環境

に関する三つの内容で構成する。家庭の機能を理解し、家族や地域の人々と協働するこ

とや、幼児触れ合い体験、高齢者との交流等、人とよりよく関わる力を育成するための

学習活動、食育を一層推進するための中学生の栄養と献立、調理や食文化などに関する
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学習活動を充実する。また、金銭の管理に関する内容や、消費生活や環境に配慮したラ

イフスタイルの確立の基礎となる内容を充実するとともに、他の内容との関連を図り、

実践的な学習活動を一層充実する。さらに、主として衣食住の生活において、日本の生

活文化を継承する学習活動を充実する。 

〇 学習した知識・技能を実生活で活用するために、家庭や地域社会と連携を図った生活

の課題と実践に関する内容を充実する。 

（高等学校 家庭科） 

○ 高等学校家庭科の教育内容については、少子高齢化等の社会の変化や持続可能な社会

の構築、食育の推進等に対応し、男女が協力して主体的に家庭を築いていくことや親の

役割と子育て支援等の理解、高齢者の理解、生涯の生活を設計するための意思決定や消

費生活や環境に配慮したライフスタイルを確立するための意思決定、健康な食生活の実

践、日本の生活文化の継承・創造等に関する学習活動を充実する。また、これらの学習

により身に付けた知識・技能を活用して、「ホームプロジェクト」や「学校家庭クラブ

活動」等、主体的に取り組む問題解決的な学習を一層充実する。 

○ これらのことを踏まえ、「家庭基礎（仮称）」では、子供を生み育てることや子供と

関わる力を身に付けるなどの乳児期に関する内容や、高齢者の生活支援技術の基礎に関

する内容を充実する。また、自立した生活者として必要な衣食住の生活や生活における

経済の計画などの実践力の定着を図るための学習活動を充実する。             

「家庭総合（仮称）」では、乳児との触れ合いや子供とのコミュニケーション、高齢

者の生活支援技術、グローバル化に対応した日本の生活文化等に関する内容を充実する。

また、生活を総合的にマネジメントできるように、健康や安全等を考慮するとともに生

活の価値や質を高める豊かな衣食住生活を創造するための実践力を身に付けるための

学習活動を充実する。 

○ なお、家庭科、技術・家庭科家庭分野においては、生活の科学的な理解を深め、生活

の自立に向けて主体的に活用できる技能の習得を図るために、実践的・体験的な学習活

動を重視し、問題解決的な学習を一層充実する。  

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 家庭科、技術・家庭科における「主体的な学び」とは、現在及び生涯を見通した生活

の課題の解決に向けて、主体的・協働的に課題の発見や解決に取り組むとともに、学習

の過程を振り返って、次の学習に主体的に取り組む態度を育む学びである。そのため、

学習した内容を実際の生活で生かす場面を設定し、自分の生活が家庭や地域社会と深く

関わっていることを認識したり、自分が社会に参画し貢献できる存在であることに気付

いたりする活動に取り組むことなどが考えられる。 
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○ 「対話的な学び」とは、他者との会話を通して考えを明確にしたり、他者と意見を共

有して互いの考えを深めたり、他者と協働したりするなど、自らの考えを広げ深める学

びである。なお、技術・家庭科技術分野では、例えば、直接、他者との対話を伴わなく

とも、既製品の分解等の活動を通してその技術の開発者が設計に込めた意図を読み取る

といったことなども、自らの考えを広げ深める学びとなる。 

○ 「深い学び」とは、児童生徒が、生活の中から問題を見出して課題を設定し、その解

決に向けた解決策の検討、計画、実践、評価、改善といった一連の学習活動の中で、「生

活の営みに係る見方・考え方」や「技術の見方・考え方」を働かせながら思考・判断・

表現し、資質・能力を獲得する学びである。このような学びを通して、生活や技術に関

する事実的知識が概念的知識として質的に高まったり36、技能の習熟・熟達（定着）が

図られたりする。また、このような学びの中で「対話的な学び」や「主体的な学び」を

充実させることによって、家庭科、技術・家庭科が目指す思考力・判断力・表現力も豊

かなものとなり、生活や技術についての課題を解決する力や、生活や技術を工夫し創造

しようとする態度も育まれると考えられる。 

イ 教材や教育環境の充実 

○ 家庭科、技術・家庭科家庭分野においては、生活事象の原理・原則を科学的に理解す

るための指導や学習の見通しをもたせる指導、個に応じた指導、児童生徒の協働的な学

びを推進するための指導において、ＩＣＴの活用を充実することが求められる。また、

実感を伴った理解を深めるために、実際に見たり、触れたりすることができる実物や標

本、乳幼児触れ合い体験や高齢者疑似体験等が可能となる教材の充実が求められる。 

○ 技術・家庭科技術分野においては、例えば、「情報の技術」におけるプログラミング

に関する内容の充実に対応し、必要な機能をもったプログラムの開発環境を整備したり、

「技術に関する科学的な理解に基づいた設計・計画」の段階において、モデルを試作す

るための３ＤＣＡＤや３Ｄプリンタ等を必要に応じて整備したりするといった、内容や

学習過程に応じた教材の整備について検討することが求められる。 

○ 全ての学校で家庭科、技術・家庭科の指導を充実するには、幼稚園や保育所等、高齢

者施設、消費生活センター、工業試験場や農業試験場、民間企業、公民館や博物館・科

学館、関連する分野の専門高校等との連携について検討することが求められる。また、

指導対象である生活や技術が変化し続けるという家庭科、技術・家庭科の特質を踏まえ、

教員が常に新たな情報を入手し、教材研究や指導力向上を図ることができる研修の充実

も必要である。  

                                            
36 第１部５．（２）の脚注において示しているように、新しい知識を様々な場面で活用できるものとして習
得されること。 
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知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

家
庭

高
等
学
校

（
共
通
教
科
）

自
立
し
た
生
活
者
に
必
要
な
家
族
・
家
庭
、
衣
食
住
、

消
費
や
環
境
等
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
と
技
能

・
家
族
・
家
庭
に
つ
い
て
の
理
解

・
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
等
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
等
に

つ
い
て
の
理
解
と
技
能

・
生
涯
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
の
理
解

・
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
衣
食
住
に
つ
い
て
の
理

解
と
技
能

・
生
活
に
お
け
る
経
済
の
計
画
、
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
つ
い
て
の
理
解
と
技
能

家
族
・
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し

て
課
題
を
設
定
し
、
生
涯
を
見
通
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

・
家
族
・
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
課
題
を

設
定
す
る
力

・
生
活
課
題
に
つ
い
て
他
の
生
活
事
象
と
関
連
付
け
、
生
涯
を
見
通
し
て

多
角
的
に
捉
え
、
解
決
策
を
構
想
す
る
力

・
実
習
や
観
察
・
実
験
、
調
査
、
交
流
活
動
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
考
察
し

た
こ
と
を
科
学
的
な
根
拠
や
理
由
を
明
確
に
し
て
論
理
的
に
表
現
す
る

力
・
他
者
の
立
場
を
考
え
、
多
様
な
意
見
や
価
値
観
を
取
り
入
れ
、
計
画
・
実

践
等
に
つ
い
て
評
価
・
改
善
す
る
力

相
互
に
支
え
合
う
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
主
体

的
に
地
域
社
会
に
参
画
し
、
家
庭
や
地
域
の
生
活

を
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

・
男
女
が
協
力
し
て
主
体
的
に
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造

し
よ
う
と
す
る
態
度

・
様
々
な
年
代
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
，
主
体
的

に
地
域
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
生
活
を
楽
し
み
味
わ
い
、
豊
か
さ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
日
本
の
生
活
文
化
を
継
承
・
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
己
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
向
け
て
，
将
来
の
家
庭

生
活
や
職
業
生
活
を
見
通
し
て
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る

態
度

技
術
・
家
庭

中
学
校

生
活
の
自
立
に
必
要
な
家
族
・
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費

や
環
境
等
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
と
技
能

・
家
庭
の
基
本
的
な
機
能
及
び
家
族
に
つ
い
て
の
理
解

・
幼
児
、
高
齢
者
に
つ
い
て
の
理
解
と
技
能

・
生
活
の
自
立
に
必
要
な
衣
食
住
に
つ
い
て
の
理
解
と
技
能

・
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
と
技
能

家
族
・
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し

て
課
題
を
設
定
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
て
課
題
を
解

決
す
る
力

・
家
族
・
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
課
題
を

設
定
す
る
力

・
生
活
課
題
に
つ
い
て
他
の
生
活
事
象
と
関
連
付
け
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
展
望
し
て
多
角
的
に
捉
え
、
解
決
策
を
構
想
す
る
力

・
実
習
や
観
察
・
実
験
、
調
査
、
交
流
活
動
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
考
察
し

た
こ
と
を
根
拠
や
理
由
を
明
確
に
し
て
論
理
的
に
表
現
す
る
力

・
他
者
の
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
意
見
と
の
相
違
点
や
共
通
点
を
踏
ま
え
、

計
画
・
実
践
等
に
つ
い
て
評
価
・
改
善
す
る
力

家
族
や
地
域
の
人
々
と
協
働
し
、
よ
り
よ
い
生
活
の

実
現
に
向
け
て
、
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す

る
実
践
的
な
態
度

・
家
庭
生
活
を
支
え
る
一
員
と
し
て
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ

う
と
す
る
態
度

・
地
域
の
人
々
と
関
わ
り
、
協
働
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
生
活
を
楽
し
み
、
豊
か
さ
を
味
わ
お
う
と
す
る
態
度

・
日
本
の
生
活
文
化
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
将
来
の
家
庭
生
活
や
職
業
と
の
関
わ
り
を
見
通
し
て

学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度

家
庭

小
学
校

日
常
生
活
に
必
要
な
家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費

や
環
境
等
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
と
技
能

・
家
庭
生
活
と
家
族
に
つ
い
て
の
理
解

・
生
活
の
自
立
の
基
礎
と
し
て
必
要
な
衣
食
住
に
つ
い
て

の
理
解
と
技
能

・
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
仕
方
に
つ
い
て

の
理
解
と
技
能

日
常
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
、
課
題

を
解
決
す
る
力

・
日
常
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
課
題
を
設
定
す
る
力

・
生
活
課
題
に
つ
い
て
自
分
の
生
活
経
験
と
関
連
付
け
、
多
角
的
に
捉
え
、

解
決
策
を
構
想
す
る
力

・
実
習
や
観
察
・
実
験
、
調
査
、
交
流
活
動
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
考
察
し

た
こ
と
を
根
拠
や
理
由
を
明
確
に
し
て
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
力

・
他
者
の
思
い
や
考
え
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

た
り
し
て
計
画
・
実
践
等
に
つ
い
て
評
価
・
改
善
す
る
力

家
族
の
一
員
と
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工

夫
す
る
実
践
的
な
態
度

・
家
庭
生
活
を
大
切
に
す
る
心
情

・
家
族
や
地
域
の
人
々
と
関
わ
り
、
協
力
し
よ
う
と
す
る
態

度
・
生
活
を
楽
し
も
う
と
す
る
態
度

・
日
本
の
生
活
文
化
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

家
庭

科
、

技
術

・
家

庭
科

（
家
庭

分
野
)
に

お
い

て
育

成
を

目
指

す
資

質
・

能
力

の
整

理
（

案
）

別
添
１
１
－
１
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知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

高
等
学
校

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

中
学
校

○
生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い

る
材
料
，
加
工
，
生
物
育
成
，

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
，
情
報
等
の

技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理

解
と
技
能
及
び
，
技
術
と
生
活

や
社
会
と
の
関
わ
り
の
理
解

・
技
術
に
用
い
ら
れ
て
い
る
科
学

的
な
原
理
・
法
則
の
理
解

・
技
術
を
安
全
・
適
切
に
管
理
・

運
用
で
き
る
技
能

・
技
術
の
概
念
の
理
解

・
技
術
の
役
割
と
，
生
活
や
社
会
，

環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

の
理
解

○
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問

題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
解
決
策

を
構
想
し
，
製
作
図
等
に
表
現
し
，
試
作

等
を
通
じ
て
具
体
化
し
，
実
践
を
評
価
・

改
善
す
る
な
ど
，
課
題
を
解
決
す
る
力

・
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問

題
を
見
出
し
，
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定

す
る
力

・
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え
て
構
想

（
設
計
・
計
画
）
す
る
力

・
課
題
の
解
決
策
を
製
作
図
，
流
れ
図
，
作

業
計
画
表
等
に
表
す
力

・
試
行
・
試
作
等
を
通
じ
て
解
決
策
を
具
体

化
す
る
力

・
課
題
の
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価

し
改
善
・
修
正
す
る
力

○
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
向
け
て
，
適
切
か
つ
誠
実
に
技

術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践

的
な
態
度

・
進
ん
で
技
術
と
関
わ
り
，
主
体
的
に
技

術
を
理
解
し
，
技
能
を
身
に
付
け
よ
う

と
す
る
態
度

・
自
分
な
り
の
新
し
い
考
え
方
や
と
ら
え

方
に
よ
っ
て
，
解
決
策
を
構
想
し
よ
う

と
す
る
態
度

・
自
ら
の
問
題
解
決
と
そ
の
過
程
を
振
り

返
り
，
改
善
・
修
正
し
よ
う
と
す
る
態

度

・
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
し
よ

う
と
す
る
態
度
，
技
術
に
関
わ
る
倫
理

観
，
他
者
と
協
働
し
て
粘
り
強
く
物
事

を
前
に
進
め
る
態
度

小
学
校

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

技
術

・
家
庭
科

（
技

術
分

野
）

に
お

い
て

育
成

を
目

指
す

資
質
・
能
力

の
整
理
（
案
）

別
添
１
１
－
２
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社 会

【
小
学
校
(高
学
年
）
】

◎
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
衣
食
住
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
日
常
生
活
に
必
要
な
家
族
や
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
等
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
日
常
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
、
様
々
な
解
決
方
法
を
考
え
、
実
践
を
評
価
・
改
善
し
、
考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
な
ど
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
。

③
家
庭
生
活
を
大
切
に
す
る
心
情
を
育
み
、
家
族
や
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
家
族
の
一
員
と
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

●
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
主
体
的
に
取
り
組
む
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

◇
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
の
変
化
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
食
育
の
推
進
に
対
応
し
、
家
庭
生
活
と
家
族
の
大
切
さ
等
、
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
仕
方
、
食
事
の
役
割
や
栄
養
・
調
理
の

基
礎
、
日
本
の
生
活
文
化
の
大
切
さ
に
気
付
く
学
習
を
充
実
す
る
。

【
中
学
校
】

◎
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
衣
食
住
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
、
生
活
を
工
夫
し
創
造
す

る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
家
庭
の
機
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
生
活
の
自
立
に
必
要
な
家
族
・
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
等
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
家
族
・
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
、
解
決
策
を
構
想
し
、
実
践
を
評
価
・
改
善
し
、
考
察
し
た
こ
と
を
論
理
的
に
表
現
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
て
課

題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
。

③
自
分
と
家
族
、
家
庭
生
活
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
家
族
や
地
域
の
人
々
と
協
働
し
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

●
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
、
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
等
、
主
体
的
に
取
り
組
む
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

◇
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
の
変
化
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
食
育
の
推
進
に
対
応
し
、
家
庭
の
機
能
の
理
解
や
、
幼
児
、
高
齢
者
と
の
交
流
等
、
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立

の
基
礎
、
食
事
の
役
割
や
栄
養
・
調
理
、
日
本
の
生
活
文
化
の
継
承
等
に
関
す
る
学
習
を
充
実
す
る
。

【
高
等
学
校
】
共
通
教
科

◎
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
年
代
の
人
と
交
流
し
相
互
に
支
え
合
う
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
生
涯
を
見
通
し
、
男
女
が
協
力
し
て
主

体
的
に
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
自
立
し
た
生
活
者
に
必
要
な
家
族
・
家
庭
、
衣
食
住
、
消
費
や
環
境
等
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
家
族
・
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
、
解
決
策
を
構
想
し
、
実
践
を
評
価
・
改
善
し
、
考
察
し
た
こ
と
を
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
表
現
す
る
な
ど
、
生

涯
を
見
通
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
。

③
様
々
な
年
代
の
人
と
交
流
し
相
互
に
支
え
合
う
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
主
体
的
に
地
域
社
会
に
参
画
し
、
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

●
「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
」
等
、
主
体
的
に
取
り
組
む
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

◇
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
の
変
化
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
食
育
の
推
進
に
対
応
し
、
子
育
て
支
援
等
の
理
解
、
高
齢
者
の
理
解
、
生
涯
の
生
活
設
計
、
消
費
生
活
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
た
め
の
意
思
決
定
、
健
康
な
食
生
活
の
実
践
、
日
本
の
生
活
文
化
の
継
承
・
創
造
等
に
関
す
る
学
習
を
充
実
す
る
。

【
小
学
校
（
低
・
中
学
年
）
】
（
※
現
行
学
習
指
導
要
領
を
も
と
に
作
成
）

○
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
生
活
技
能
、
身
近
な
人
々
と
の
接
し
方
(家
族
や
地
域
の
様
々
な
人
々
）
、
成
長
へ
の
喜
び
･成
長
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
等
（
生
活
科
）

○
健
康
に
よ
い
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
（
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
明
る
さ
の
調
節
や
換
気
な
ど
の
生
活
環
境
）
、
体
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
の
理
解
（
体
を
よ
り
よ
く
発
育
・
発
達
さ
せ
る
た
め
の
調
和
の
と
れ
た
食

事
）
（
体
育
科
）

〇
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
及
び
健
康
・
安
全
（
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
、
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
等
）
（
特
別
活
動
）

○
節
度
･節
制
（
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
節
度
あ
る
生
活
）
、
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
等
(道
徳
）
等

家
庭
科
、技
術
・家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

時
間
軸

空
間
軸

現 在 ・ こ れ ま で の 生 活

こ れ か ら の 生 活

生 涯 を 見 通 し た 生 活

地 域

家 庭

別
添
１
１
－
３

【
幼
児
教
育
】
（
※
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
う
ち
、
特
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
記
述
）

○
幼
稚
園
生
活
の
中
で
充
実
感
や
満
足
感
を
持
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
心
と
体
を
十
分
に
働
か
せ
な
が
ら
取
り
組
み
、
見
通
し
を
持
っ
て
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を
作
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
。

○
家
族
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
自
分
が
役
に
立
つ
喜
び
を
感
じ
、
地
域
に
一
層
の
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

○
身
近
な
環
境
に
主
体
的
に
関
わ
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
遊
び
を
生
み
出
す
中
で
、
自
分
の
力
で
行
う
た
め
に
思
い
巡
ら
し
な
ど
し
て
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
行
い
、
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
満
足
感
や

達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
自
信
を
持
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
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【
小
学
校
】
（
※
現
行
学
習
指
導
要
領
等
を
も
と
に
作
成
）

○
身
近
な
生
活
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
問
題
の
解
決
に
は
必
要
な
手
順
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
，
基
礎
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身
に
付
け
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
働
き
を
自
分

の
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
。
（
総
則
）

○
手
や
体
全
体
の
感
覚
等
を
働
か
せ
，
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
,表
し
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
材
料
や
用
具
を
使
い
，
表
し
方
を
工
夫
す
る
（
図
画
工
作
）

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
（
生
活
）

○
も
の
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
，
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
働
き
，
規
則
性
に
つ
い
て
の
実
感
を
伴
っ
た
理
解
を
図
る
（
理
科
）

○
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
た
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
（
道
徳
）

等

【
中
学
校
】

◎
技
術
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
も
の
づ
く
り
な
ど
の
技
術
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
技
術
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
資
質
・
能
力
を
，

次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
生
活
や
社
会
で
利
用
さ
れ
て
い
る
材
料
，
加
工
，
生
物
育
成
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
，
情
報
等
の
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
，
技
術
と
生
活

や
社
会
、
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

②
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
解
決
策
を
構
想
し
，
製
作
図
等
に
表
現
し
，
試
作
等
を
通
じ
て
具
体
化
し
，
実
践
を
評
価
・
改
善
す
る
な
ど
，
課
題
を
解
決

す
る
力
を
養
う
。

③
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
，
適
切
か
つ
誠
実
に
技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

●
生
活
や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
見
出
し
課
題
を
設
定
し
た
上
で
，
解
決
方
策
が
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
設
計
・
計
画
し
，
製
作
・
制
作
・
育
成
を
行
う
と
と
も
に
，
解
決
結
果
・
解
決
過
程
を
評
価
・
改

善
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
技
術
の
高
度
化
と
そ
れ
に
伴
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
，
産
業
構
造
の
転
換
等
の
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
，
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
し
て

い
こ
う
と
す
る
態
度
，
使
用
者
・
生
産
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
設
計
・
製
作
し
た
り
す
る
な
ど
の
倫
理
観
，
も
の
づ
く
り
や
日
本
の
伝
統
的
な
技
術
，
技
術
革
新
及
び
そ
れ
を
担
う
職
業
・
産
業
へ
の
関
心
，

生
産
な
ど
の
経
済
的
主
体
等
と
し
て
求
め
ら
れ
る
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
や
，
他
者
と
協
働
し
て
粘
り
強
く
物
事
を
前
に
進
め
る
態
度
，
安
全
な
生
活
や
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
等
に
関
す
る
学
習
を
重
視

す
る
。

生 活 範 囲 ・ 地 域 環 境 ・ 現 在

※ 技 術 を ま ず は

見 つ け る社 会 全 体 ・ 地 球 環 境 ・ 未 来

技 術 で 問 題 解 決 を す る 範 囲 と 影 響 を 及 ぼ す 範 囲

技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

【
高
等
学
校
】

（
情
報
の
共
通
必
履
修
科
目
）

○
情
報
や
情
報
技
術
を
問
題
の
発
見
と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え
方
等
を
育
て
る

①
情
報
と
情
報
技
術
及
び
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
情
報
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
情
報
技
術
を
適
切
に
活
用
す
る
た
め
の
技
能
を
養
う

②
問
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
て
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力
を
養
う

③
情
報
を
適
切
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う

（
職
業
に
関
す
る
各
教
科
・
科
目
）

○
各
職
業
分
野
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
，
各
職
業
の
社
会
的
意
義
や
役
割
を
理
解
さ
せ
る
。

○
各
職
業
分
野
に
関
す
る
課
題
（
求
め
ら
れ
る
職
業
能
力
の
高
度
化
，
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
等
へ
の
対
応
）
を
発
見
し
，
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
，
合
理

的
か
つ
創
造
的
に
解
決
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。

○
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
，
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
自
ら
学
び
，
産
業
の
振
興
や
社
会
貢
献
に
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
。

【
中
学
校

技
術
・
家
庭
科
】

◎
生
活
の
営
み
に
係
る
見
方
・
考
え
方
や
技
術
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
生
活
や
技
術
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
，
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向

け
て
，
生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
生
活
と
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
を
図
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
に
係
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
て
課
題
を
設
定
し
，
解
決
策
を
構
想
し
，
実
践
を
評
価
・
改
善
し
，
表
現
す
る
な
ど
，
課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
。

③
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
，
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

別
添
１
１
－
４

【
幼
児
教
育
】
（
※
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
う
ち
、
特
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
記
述
）

○
身
近
な
事
象
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
を
感
じ
取
っ
た
り
気
付
い
た
り
す
る
中
で
、
思
い
巡
ら
し
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
な
ど
の
様
々
な
考
え
に
触
れ
る
中
で
、

自
ら
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
考
え
直
し
た
り
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

○
遊
び
や
生
活
に
必
要
な
情
報
を
取
り
入
れ
、
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
、
活
用
し
た
り
、
情
報
に
基
づ
き
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
情
報
を
取
捨
選
択
な
ど
し
て
役
立
て
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
公
共
の
施
設
を
大
切
に
利
用
し
た
り

な
ど
し
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
意
識
等
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。
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家
庭
科
，
技
術
・
家
庭
（
家
庭
分
野
）
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
(案
）

既
習
の
知
識
・
技
能

や
生
活
経
験
を
基
に

生
活
を
見
つ
め
、
生

活
の
中
か
ら
問
題
を

見
出
し
、
解
決
す
べ

き
課
題
を
設
定
す
る

生
活
に
関
わ
る
科
学

的
な
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
解
決
方
法

を
検
討
す
る

解
決
の
見
通

し
を
も
ち
、

計
画
を
立
て

る

生
活
に
関
わ
る
科
学
的
な
知

識
・
技
能
を
活
用
し
て
、
調

理
・
製
作
等
の
実
習
や
、
調

査
、
交
流
活
動
な
ど
を
行
う

実
践
し
た

結
果
を
評

価
す
る

結
果
を
発

表
し
、
改

善
策
を
検

討
す
る

生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
知
識
の
習
得

生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技
能
の
習
得

ૼ ચ
実
生
活
に
活
用
で
き
る
技
能
の
習
得

家
庭
科
の
見
方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
た

活
用
で
き
る
知
識
の
習
得

ੴ ௙

〇
（
小
）
家
族
の
一
員
と
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫
す
る
実
践
的
な
態
度

（
中
）
家
族
や
地
域
の
人
々
と
協
働
し
、
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
生
活
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

（
高
）
相
互
に
支
え
合
う
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
主
体
的
に
地
域
社
会
に
参
画
し
、
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度

〇
生
活
を
楽
し
み
、
味
わ
い
、
豊
か
さ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

〇
日
本
の
生
活
文
化
を
大
切
に
し
、
継
承
・
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

৾ ल प ਱ ऊ अ

ଙ ২

生
活
課
題
に
つ
い
て
多
角
的
に
捉
え
、
解
決
策
を
構
想
す
る
力

ઓ અ ৡ ؞ ਖ਼ ૵ ৡ ؞

਀ ਠ ৡ

他
者
と
意
見
交
流
し
、
実
践
等
に
つ
い
て
評
価
・
改
善
す
る
力

実
習
や
観
察
・
実
験
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
力

生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定
す
る
力

␯ ৯ ੐ घ ৱ ସ･ ચ ৡ ध ৾ ಆ ௬ ੼ भ ৃ એ भ ୻ ␰

※
上
記
に
示
す
各
学
習
過
程
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

生
活
の
課
題
発
見

解
決
方
法
の
検
討
と
計
画

課
題
解
決
に
向
け
た

実
践
活
動

実
践
活
動
の
評
価
・
改
善

家
庭
・
地
域
で
の

実
践

改
善
策
を
家
庭
・

地
域
で
実
践
す
る

別
添
１
１
－
５
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○
自
分
な
り
の
新
し
い
考
え
方
や
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
，
解
決
策
を
構
想
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
技
術
に
用
い
ら
れ
て
い
る
科
学
的
な
原
理
・
法
則
の
理
解

技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

既
存
の
技
術
の
理
解
と

課
題
の
設
定

技
術
に
関
す
る
科
学
的

な
理
解
に
基
づ
い
た

設
計
・
計
画

課
題
解
決
に
向
け
た

製
作
・
制
作
・
育
成

成
果
の
評
価
と
次
の
問

題
の
解
決
の
視
点

・
既
存
の
技
術
を
理
解
し
た
上
で
，

生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関

わ
る
問
題
を
見
出
し
，
そ
れ
に
関

す
る
調
査
等
に
基
づ
き
，
現
状
を
さ

ら
に
良
く
し
た
り
，
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
た
り
す
る
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
を
設
定
す
る
。

・
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え

て
構
想
（
設
計
・
計
画
）
し
，
試
行
・

試
作
等
を
通
じ
て
解
決
策
を
具
体

化
す
る
。

・
解
決
活
動
（
製
作
･制
作
・
育
成
）

を
行
う
。

・
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価

し
，
改
善
・
修
正
す
る
。

・
更
な
る
改
良
点
を
検
討
す
る
。

・
新
た
な
技
術
的
な
問
題
を
見
出
す
。

問
題
の
発
見
と
，
課
題
の
設
定

課
題
の
解
決
策
の
具
体
化

解
決
活
動
の
実
践

解
決
活
動
の
ふ
り
返
り

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

→ 過 程 の 評 価 と 修 正 ←

○
生
活
や
社
会
の
中
か
ら
技
術
に
関
わ
る
問
題
を
見
出
し
，
解
決
す
べ
き
課
題
を
設
定
す
る
力

○
課
題
の
解
決
策
を
条
件
を
踏
ま
え
て
構
想
（
設
計
・
計
画
）
す
る
力

○
試
行
・
試
作
等
を
通
じ
て
解
決
策
を
具
体
化
す
る
力

○
課
題
の
解
決
策
を
製
作
図
，
流
れ
図
，
作
業
計
画
表
等
に
表
す
力

【
目
指
す
資
質
・
能
力
と
学
習
評
価
の
場
面
の
例
】

○
課
題
の
解
決
結
果
及
び
解
決
過
程
を
評
価
し
，
改
善
・
修
正
す
る
力

思 考 力 ・ 判 断 力 ・

表 現 力知
識 ・

技
能

・
技
術
の
概
念
の
理
解

○
技
術
の
役
割
と
，
生
活
や
社
会
，
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
理
解

態 度

○
技
術
を
安
全
・
適
切
に
管
理
・
運
用
で
き
る
技
能

○
進
ん
で
技
術
と
関
わ
り
，
主
体
的
に
技
術
を
理
解
し
，
技
能
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
態
度

○
知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
・
技
術
に
関
わ
る
倫
理
観
・
他
者
と
協
働
し
て
粘
り
強
く
物
事
を
前
に
進
め
る
態
度

○
自
ら
の
問
題
解
決
及
び
そ
の
過
程
を
ふ
り
返
り
改
善
・
修
正
し
よ
う
と
す
る
態
度

※
上
記
に
示
す
各
学
習
過
程
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

別
添
１
１
－
６
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（１１）体育、保健体育 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた体育科、保健体育科の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 体育科、保健体育科については、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツ

ライフを実現することを重視し、体育と保健との一層の関連や発達の段階に応じた指導

内容の明確化・体系化を図りつつ、指導と評価の充実を進めてきた。 

○ その中で、運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まった37こと、体力の低下傾

向に歯止めがかかった38こと、「する、みる、支える」のスポーツとの多様な関わりの

必要性や公正、責任、健康・安全等、態度の内容が身に付いていること、子供たちの健

康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていることなど、一

定の成果がみられる。 

○ 他方で、習得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したことを相手に

分かりやすく伝えること等に課題があること、運動する子供とそうでない子供の二極化

傾向がみられる39こと、子供の体力について、低下傾向には歯止めがかかっているもの

の、体力水準が高かった昭和６０年ごろと比較すると、依然として低い状況がみられる
40ことなどの指摘がある。また、健康課題を発見し、主体的に課題解決に取り組む学習

が不十分であり、社会の変化に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要との指摘があ

る。 

ⅱ）課題を踏まえた体育科、保健体育科の目標の在り方 

○ 体育科、保健体育科では、これらの課題を踏まえ、心と体を一体としてとらえ、生涯

にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成する

ことを重視する観点から、運動や健康に関する課題を発見し、その解決を図る主体的・

協働的な学習活動を通して、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学び

                                            
37 スポーツ庁の「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」では、「運動やスポーツをすることは好きです
か」という質問への「好き」の回答の割合は、平成２４年度調査結果は、小学校（第５学年）男子７２．
７％、同女子５３．６％、中学校（第２学年）男子６２．６％、同女子４３．５％、平成２７年度調査結
果は、小学校（第５学年）男子７４．０％、同女子５６．５％、中学校（第２学年）男子６４．８％、同
女子４８．１％となっている。 

38 文部科学省の「文部科学省白書２０１５」では、子供の体力の現状と課題について、新体力テストとなっ
て以降の直近１７年間の合計点の推移を見てみると、ほとんどの年代で緩やかな向上傾向となっており、
平成２６年度の結果は多くの年代で過去最高を記録しているとされている。 

39 スポーツ庁の「平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」では、例えば、中学校（第 2 学年）
女子において、1週間の総運動時間が４２０分以上の割合が５８．９％である一方、1 週間の総運動時間
が６０分未満の割合は２１．０％となっている。 

40 文部科学省の「文部科学省白書２０１５」では、子供の体力の現状と課題について、長期的にみると、体
力水準が高かった昭和６０年頃との比較では、握力及び走、跳、投能力にかかる項目は、依然低い水準と
なっている（中学校男子の５０m 走及びハンドボール投げ並びに高校男子の５０m 走を除く）とされてい
る。 
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に向かう力・人間性等」を育成することを目標として示す。（別添１２‐１、別添１２

‐２を参照） 

ⅲ）体育科、保健体育科における「見方・考え方」 

○ 体育科、保健体育科においては、各種の運動がもたらす体の健康への効果はもとより、

心の健康も運動と密接に関連していることを踏まえ、生涯にわたる豊かなスポーツライ

フを実現する資質・能力の育成や健康の保持増進のための実践力の育成及び体力の向上

について考察することが重要である。 

○ 「体育の見方・考え方」については、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する

観点を踏まえ、「運動やスポーツを、その価値41や特性に着目して、楽しさや喜びとと

もに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・みる・支

える・知る』の多様な関わり方と関連付けること。」と整理した。 

○ 「保健の見方・考え方」については、疾病や傷害を防止するとともに、生活の質や生

きがいを重視した健康に関する観点を踏まえ、「個人及び社会生活における課題や情報

を、健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質

の向上、健康を支える環境づくりと関連付けること。」と整理した。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 体育科、保健体育科における学習過程については、これまでも心と体を一体としてと

らえ、自己の運動や健康についての課題の解決に向け、積極的・自主的・主体的に学習

することや、仲間と対話し協力して課題を解決する学習等を重視してきた。これらを引

き続き重視するとともに、体育科、保健体育科で育成を目指す「知識・技能」、「思考

力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの資質・能力を確実に

身に付けるために、その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。（別添１２

‐３） 

・体育については、スポーツとの多様な関わり方を楽しむことができるようにする観点

から、運動に対する興味や関心を高め、技能の指導に偏ることなく、「する、みる、

支える」に「知る」を加え、三つの資質・能力をバランスよく育むことができる学習

過程を工夫し、充実を図る。また、粘り強く意欲的に課題の解決に取り組むとともに、

自らの学習活動を振り返りつつ、仲間と共に課題を解決し、次の学びにつなげる主体

的・協働的な学習過程を工夫し、充実を図る。 

                                            
41 運動やスポーツの価値とは、例えば「公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全」等が挙げられる。 
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・保健については、健康に関心をもち、自他の健康の保持増進や回復を目指して、疾病

等のリスクを減らしたり、生活の質を高めたりすることができるよう、知識の指導に

偏ることなく、三つの資質・能力をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、

充実を図る。また、健康課題に関する課題解決的な学習過程や、主体的・協働的な学

習過程を工夫し、充実を図る。 

イ 指導内容の示し方の改善 

○ 体育科、保健体育科の指導内容については、(1)知識・技能、(2)思考力・判断力・表

現力等、(3)学びに向かう力・人間性等の育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って

示す。 

・体育については、「体育の見方・考え方」を踏まえ、三つの資質・能力を育成する観

点から、運動に関する「知識・技能」、運動課題の発見・解決等のための「思考力・

判断力・表現力等」、主体的に学習に取り組む態度等の「学びに向かう力・人間性等」

に対応した目標、内容に改善する。その際、児童生徒の発達の段階を踏まえて、学習

したことを実生活や実社会に生かし、豊かなスポーツライフを継続することができる

よう、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導ができるように示す必要

がある。 

・保健については、「保健の見方・考え方」を踏まえ、三つの資質・能力を育成する観

点から、健康に関する「知識・技能」、健康課題の発見・解決のための「思考力・判

断力・表現力等」、主体的に健康の保持増進や回復に取り組む態度等の「学びに向か

う力・人間性等」に対応した目標、内容に改善する。その際、健康な生活と疾病の予

防、心身の発育・発達と心の健康、健康と環境、傷害の防止、社会生活と健康等の保

健の基礎的な内容について、小学校、中学校、高等学校を通じて系統性のある指導が

できるように示す必要がある。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

(小学校体育) 

○ 小学校運動領域については、運動の楽しさや喜びを味わうための基礎的・基本的な「知

識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の育成を

重視する観点から、内容等の改善を図る。また、保健領域との一層の関連を図った内容

等について改善を図る。 

・全ての児童が、楽しく、安心して運動に取り組むことができるようにし、その結果と

して体力の向上につながる指導等の在り方について改善を図る。その際、特に、運動

が苦手な児童や運動に意欲的ではない児童への指導等の在り方について配慮する。 
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・オリンピック・パラリンピックに関する指導の充実については、児童の発達の段階に

応じて、ルールやマナーを遵守することの大切さをはじめ、スポーツの意義や価値42等

に触れることができるよう指導等の在り方について改善を図る。 

○ 保健領域については、身近な生活における健康・安全についての基礎的・基本的な「知

識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の育成を

重視する観点から、内容等の改善を図る。その際、自己の健康の保持増進や回復等に関

する内容を明確化するとともに、「技能」に関連して、心の健康、けがの防止の内容の

改善を図る。また、運動領域との一層の関連を図った内容等について改善を図る。 

(中学校保健体育) 

○ 中学校体育分野については、生涯にわたって運動やスポーツに親しみ、スポーツとの

多様な関わり方を場面に応じて選択し、実践することができるよう、「知識・技能」、

「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の育成を重視する観点

から内容等の改善を図る。また、保健分野との一層の関連を図った内容等について改善

を図る。 

・各領域で身に付けたい具体的な内容を、資質・能力の三つの柱に沿って明確に示す。

特に、「思考力・判断力・表現力等」及び「学びに向かう力・人間性等」の内容の明

確化を図る。また、体力や技能の程度、年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、

運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有することができるよう配慮する。 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、健康や体力の状況に応じて体力を高

める必要性を認識し、運動やスポーツの習慣化につなげる観点から、体つくり運動43の

内容等について改善を図る。 

・スポーツの意義や価値等の理解につながるよう、内容等について改善を図る。特に、

東京オリンピック・パラリンピック競技大会がもたらす成果を次世代に引き継いでい

く観点から、知識に関する領域において、オリンピック・パラリンピックの意義や価

値44等の内容等について改善を図る。 

                                            
42 スポーツ基本法第二条第二項では、「スポーツは、とりわけ心身の成長の過程にある青少年のスポーツが、
体力を向上させ、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培う等人格の形成に大きな影響を及ぼすものであり、
国民の生涯にわたる健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育む基礎となるものである 下略」とされて
いる。 

43 現在、中学校の体つくり運動は、体ほぐしの運動と体力を高める運動で構成され、第 1 学年及び第 2 学年
では、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体力を高め、目的に適した運動を身に付け、組み合わせる
ことができるようにすることを、第 3学年では、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、健康の保持増進
や体力の向上を図り、目的に適した運動の計画を立て取り組むことができるようにすることをねらいとし
ている。 

44 国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）では、オリンピックの価値を「卓越」、「友情」、「敬意／尊重」と
している。また、国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）では、パラリンピックの価値を「勇気」、「決意」、 
「インスピレーション」、「平等」としている。 
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・グローバル化する社会の中で、我が国固有の伝統と文化への理解を深める観点から、

日本固有の武道45の考え方に触れることができるよう、内容等について一層の改善を

図る。 

○ 保健分野については、個人生活における健康・安全についての「知識・技能」、「思

考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の育成を重視する観点から、

内容等の改善を図る。その際、心の健康や疾病の予防に関する健康課題の解決に関わる

内容、ストレス対処や心肺蘇生法等の技能に関する内容等を充実する。また、個人生活

における健康課題を解決することを重視する観点から、健康な生活と疾病の予防の内容

を学年ごとに配当するとともに、体育分野との一層の関連を図った内容等について改善

を図る。 

（高等学校保健体育) 

○ 高等学校科目体育については、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し、スポ

ーツとの多様な関わり方を状況に応じて選択し、卒業後も継続して実践することができ

るよう、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性

等」の育成を重視する観点から内容等の改善を図る。また、科目保健との一層の関連を

図った内容等について改善を図る。 

・各領域で身に付けたい具体的な内容を、資質・能力の三つの柱に沿って明確に示す。

特に、「思考力・判断力・表現力等」及び「学びに向かう力・人間性等」の内容の明

確化を図る。また、体力や技能の程度、年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、

運動やスポーツの多様な楽しみ方を社会で実践することができるよう配慮する。 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、健康や体力の状況に応じて自ら体力

を高める方法を身に付け、運動やスポーツの習慣化につなげる観点から、体つくり運

動46の内容等について改善を図る。 

・スポーツの意義や価値等の理解につながるよう、内容等について改善を図る。特に、

東京オリンピック・パラリンピック競技大会がもたらす成果を次世代に引き継いでい

く観点から、知識に関する領域において、オリンピック・パラリンピックの意義や価

値及びドーピング等の内容等について改善を図る。 

○ 科目保健については、個人及び社会生活における健康・安全についての総合的な「知

識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の育成を

重視する観点から内容等の改善を図る。その際、少子高齢化や疾病構造の変化による現

                                            
45 日本武道協議会加盟団体実施種目・・・柔道、剣道、弓道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎな
た、銃剣道 

46 現在、高等学校の体つくり運動は、体ほぐしの運動と体力を高める運動で構成され、体を動かす楽しさや
心地よさを味わい、健康の保持増進や体力の向上を図り、目的に適した運動の計画や自己の体力や生活に
応じた運動の計画を立て、実生活に役立てることができるようにすることをねらいとしている。 
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代的な健康課題47の解決に関わる内容や、ライフステージにおける健康の保持増進や回

復に関わる内容及び一次予防のみならず、二次予防や三次予防48に関する内容を改善す

るとともに、人々の健康を支える環境づくりに関する内容の充実を図る。また、科目体

育と一層の関連を図り、心身の健康の保持増進や回復とスポーツとの関連等の内容等に

ついて改善を図る。 

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 体育科、保健体育科における資質・能力を育成するための学びの過程は、運動や健康

についての課題や児童生徒の実態等により様々であるが、「深い学び」、「対話的な学

び」、「主体的な学び」の三つの学習・指導の改善・充実の視点に基づき、以下のとお

り整理することができる。なお、これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げ

るのではなく、相互に関連を図り、体育科、保健体育科で求められる学びを一層充実す

ることが重要である。また、これら三つの学びの過程は、順序性や階層性を示すもので

ないことに留意することが大切である。 

・「深い学び」は、自他の運動や健康についての課題に気付き、解決に向けて試行錯誤

を重ねながら、思考を深め、よりよく解決する学びの過程ととらえられる。児童生徒

の発達の段階に応じて、これらの深い学びの過程を繰り返すことにより、体育科、保

健体育科の「見方・考え方」を育てることを重視するものである。 

・「対話的な学び」は、運動や健康についての課題の解決に向けて、児童生徒が他者（書

物等を含む）との対話を通して、自己の思考を広げ深めていく学びの過程と捉えられ

る。自他の運動や健康についての課題の解決を目指して、協働的な学習を重視するも

のである。 

・「主体的な学び」は、運動の楽しさや健康の意義等に気付き、運動や健康についての

興味や関心を高め、課題の解決に向けて粘り強く自ら取り組み、それを考察するとと

もに学習を振り返り、課題を修正したり新たな課題を設定したりする学びの過程と捉

えられる。各種の運動の特性や魅力に触れたり、自他の健康の保持増進や回復を目指

したりするための主体的な学習を重視するものである。 

                                            
47 死因として最多はがんで、第２位が心疾患であり、これらの生活習慣病は、死因の約６割、国民医療費の
約３割を占めている。また、20 代の死因の半数は自殺で、その動機や原因の約４割が仕事関連の悩みとう
つ病によるものとしてきされている。少子高齢化については、若い世代の出産・子育てや高齢化に伴う健
康寿命の延伸などの課題が指摘されている。 

48 疾病予防の考え方として、一次予防（適正な食事や運動不足の解消、禁煙、ストレスコントロールといっ
た健康的な生活習慣づくりの取組や予防接種、環境改善、事故の防止など）、 二次予防（検診等による
病気の早期発見と早期治療など）、 三次予防（適切な治療により病気や障害の進行を防ぐことなど）が
ある。 

 

239



 

 

イ 教材や教育環境の充実 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の過程を踏まえて、体育については、学習したことを

実生活や実社会で生かし、運動やスポーツの習慣化につなげたり、体力や技能の程度、

年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、スポーツとの多様な関わり方を場面に応じ

て選択したりすることができるよう、教材の工夫やＩＣＴの活用を図ることが重要であ

る。保健については、同様に、健康に関する課題解決的な学びや児童生徒の多様なニー

ズ、興味や関心を踏まえ、教科書を含めた教材を工夫することが重要である。また、保

健の知識・技能、思考力・判断力・表現力等の育成を目指してＩＣＴの活用を図ること

が重要である。 

○ 体育科、保健体育科の改善に向けて、教員養成、教員研修、教材整備等の環境を整え

ていくことも必要である。その際、体育については、生涯にわたって豊かなスポーツラ

イフを実現するとともに、スポーツとの多様な関わり方を場面に応じて選択し、実践で

きるようにする観点から、条件整備等を行う必要がある。また、保健については、少子

高齢化や疾病構造の変化等の社会環境に対応し、子供たちが生涯を通じて自他の健康課

題に適切に対応できるようにする観点から、条件整備等を行う必要がある。 
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思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

 
 

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

 
 

体
育
分
野

 
 

運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
運
動

の
一
般
原
則
な
ど
の
知
識

 
・
技
術
の
名
称
や
行
い
方
の
知
識

 
・
運
動
の
特
性
や
成
り
立
ち
の
知
識

 
・
体
力
の
要
素
や
高
め
方
の
知
識

 
・
運
動
観
察
の
方
法
の
知
識

 
・
伝
統
的
な
考
え
方
の
知
識

 
な
ど

 
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識
や
文

化
的
意
義
等
の
基
礎
的
な
知
識

 
 各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に

応
じ
た
基
本
的
な
技
能

 
・
知
識
を
踏
ま
え
て
、
基
本
的
な
運
動

 
 
の
技
能
と
し
て
発
揮
し
た
り
、
身
体

 
 
表
現
し
た
り
す
る

 

自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
で

き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

 
・
自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
行
い
方
の
改
善
す
べ

 
 
き
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
る
力

 
・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
自
己
の
課
題
に
応
じ
て
，
適

 
 
切
な
練
習
方
法
を
選
ぶ
力

 
・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
健
康
や
安
全
を
確
保
す
る
た

 
 
め
に
、
体
調
に
応
じ
て
適
切
な
活
動
を
選
ぶ
力

 
・
状
況
に
応
じ
た
自
己
や
仲
間
の
役
割
を
見
付
け
る
力

 
・
作
戦
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
面
で
、
合
意
を
形
成
す

 
 
る
た
め
の
適
切
な
か
か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

 
・
運
動
を
継
続
し
て
楽
し
む
た
め
の
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の

 
 
多
様
な
関
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

 
・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
相

 
 
手
に
伝
え
た
り
表
現
し
た
り
す
る
力

 
 

 
 
な
ど

 

生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
み
、
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
営
む
態
度

 
・
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
自
主
的

 
 
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む
態
度

 
・
運
動
に
お
け
る
競
争
や
協
同
の
場
面
を
通
し

 
 
て
、
多
様
性
を
認
識
し
、
公
正
に
取
り
組
む
、

 
 
互
い
に
協
力
す
る
、
自
己
の
責
任
を
果
た
す
、

 
 
参
画
す
る
な
ど
の
意
欲
を
持
つ

 
・
相
手
を
尊
重
し
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を

 
 
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

 
・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
健
康
・
安
全
を
確
保

 
 
す
る

 
・
ス
ポ
ー
ツ
と
の
多
様
な
関
わ
り
方
を
場
面
に

 
 
応
じ
て
選
択
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
 
態
度

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど

 

保
健
分
野

 
  

個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ

い
て
の
科
学
的
な
知
識
や
技
能

 

・
現
代
的
な
健
康
課
題
を
踏
ま
え
た
心

 

 
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
、
健

 

 
康
と
環
境
、
傷
害
の
防
止
、
健
康
な

 
 

 
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
関
す
る
知
識

 

・
ス
ト
レ
ス
対
処
、
応
急
手
当
に
関
す

 

 
る
基
礎
的
な
技
能

 

健
康
課
題
を
把
握
し
、
適
切
な
情
報
を
選
択
、
活
用
し
、

課
題
解
決
の
た
め
に
適
切
な
意
思
決
定
を
す
る
力

 
・
自
他
の
健
康
課
題
を
発
見
す
る
力

 
・
健
康
情
報
を
収
集
し
、
批
判
的
に
吟
味
す
る
力

 
・
健
康
情
報
や
知
識
を
活
用
し
て
多
様
な
解
決
方
法
を
考

 
 
え
る
力

 
・
多
様
な
解
決
方
法
の
中
か
ら
、
適
切
な
方
法
を
選
択
・

 
 
決
定
し
、
自
他
の
生
活
に
生
か
す
力

 
・
自
他
の
健
康
の
考
え
や
解
決
策
を
対
象
に
応
じ
て
表
現

 
 
す
る
力

 

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
し
、

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度

 
・
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

 
・
自
他
の
健
康
に
関
す
る
取
組
の
よ
さ
を
認
め

 
 
る

 
・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に

 
 
協
力
し
て
活
動
す
る

 
・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
に
主
体
的
に
取
り

 
 
組
む

 

体
育
科
、
保
健
体
育
科
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理
（
案
）
〈
中
学
校
〉

 

242



小
学
校

 
体
育

 
 

個
別
の
知
識
や
技
能

 
思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

 
 

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

 
 

運
動
領
域

 
 

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た

知
識
や
技
能

 
・
各
種
の
運
動
の
行
い
方
に
関
す
る
基
礎
的
な

 
 
知
識

 
・
各
種
の
運
動
を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
技
能

 
 

自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
も
ち
、
活
動
を
選

ん
だ
り
工
夫
し
た
り
す
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等

 
・
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
に
気
付
く
力

 
・
自
己
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
選
ん

 
 
だ
り
、
運
動
の
行
い
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
力

 
・
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
、
言
葉
や
動
作
等
で

 
 
他
者
に
伝
え
る
力

 

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
営
む
た
め
の
態
度

 
・
進
ん
で
学
習
活
動
に
取
り
組
む

 
・
約
束
を
守
り
、
公
正
に
行
動
す
る

 
・
友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

 
・
自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る

 
・
友
達
の
考
え
や
取
組
を
認
め
る

 
・
安
全
に
気
を
配
る

 

保
健
領
域

 

身
近
な
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能

 

・
健
康
な
生
活
、
発
育
・
発
達
、
心
の
健
康
、

 

  
 け

が
の
防
止
、
病
気
の
予
防
に
関
す
る
基
礎

 

  
 的

な
知
識

 

・
不
安
や
悩
み
の
対
処
や
け
が
の
手
当
に
関
す

 

  
 る

基
礎
的
な
技
能

 

 

身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
き
、
健
康
を
保
持
増
進

す
る
た
め
の
情
報
を
活
用
し
、
課
題
解
決
す
る
力

 
・
身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
く
力

 
・
健
康
課
題
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
力

 
・
健
康
課
題
の
解
決
方
法
を
予
想
し
考
え
る
力

 
・
学
ん
だ
こ
と
を
自
己
の
生
活
に
生
か
す
力

 
・
学
ん
だ
こ
と
や
健
康
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を

 
  

 伝
え
る
力

 
 

健
康
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
健
康
で
楽
し
く

明
る
い
生
活
を
営
む
態
度

 
・
自
己
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

 
・
自
己
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
協
力

 
  

 し
て
活
動
す
る

 
・
自
他
の
心
身
の
発
育
・
発
達
な
ど
を
肯
定

 
  

 的
に
捉
え
る

 
 

体
育
科
、
保
健
体
育
科
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理
（
案
）
〈
小
学
校
〉

 
平

 
成

 
２

 ８
 
年

 
４

 
月

 
２

 ８
 
日

 
体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

 
資
料
１
０

 

243



指 定 校 事 業 で の 検 証 、 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査 等 

0
 

【
高
等
学
校
】

 
◎
体
育
・
保
健
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
、
課
題
を
発
見
し
、
合
理
的
・
計
画
的
な
解
決
を
図
る
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
過
程

を
通
し
て
、
心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
継
続
す

る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 
 
①
各
種
の
運
動
の
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た
運
動
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
健
康
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
る
と
と
も

 
 

 
に
、
目
的
に
応
じ
た
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
②
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
自
他
や
社
会
の
課
題
に
気
付
き
、
合
理
的
・
計
画
的
な
解
決
に
向
け
て
思
考
・
判
断
し
、
目
的
や
状
況

 
 

 
に
応
じ
て
他
者
に
伝
え
る
力
を
養
う
。

 
 
③
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
へ
の
多
様
な
関
わ
り
方
に
親
し
む
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
目
指
し
、
明
る
く
豊
か

 
 

 
で
活
力
あ
る
生
活
を
営
む
態
度
を
養
う
。

 

改
善
の

 
た
め
の

 
P
D

C
A
 

サ
イ
ク
ル

 

改
善
の

 
た
め
の

 
P
D

C
A
 

サ
イ
ク
ル

 

改
善
の

 
た
め
の

 
P
D

C
A
 

サ
イ
ク
ル

 

【
中
学
校
】

 
◎
体
育
・
保
健
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
、
課
題
を
発
見
し
、
合
理
的
な
解
決
を
図
る
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
過
程
を
通
し
て
、

心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資

質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 
 
①
各
種
の
運
動
の
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た
運
動
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
る
と
と
も

 
 

 
に
、
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
②
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
自
他
の
課
題
に
気
付
き
、
合
理
的
な
解
決
に
向
け
て
思
考
・
判
断
し
、
目
的
に
応
じ
て
他
者
に
伝
え
る

 
 

 
力
を
養
う
。

 
 
③
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
目
指
し
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度
を

 
 

 
養
う
。

 

  【
小
学
校
】

 
◎
体
育
・
保
健
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
、
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
過
程
を
通
し
て
、
心

と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資

質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 
 
①
各
種
の
運
動
の
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た
行
い
方
及
び
身
近
な
生
活
に
お
け
る
健
康
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
基
礎
的

 
 

 
な
動
き
や
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
②
運
動
や
健
康
に
つ
い
て
の
自
己
の
課
題
に
気
付
き
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
思
考
・
判
断
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
を
養
う
。

 
 
③
運
動
に
親
し
む
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
目
指
し
、
楽
し
く
明
る
い
生
活
を
営
む
態
度
を
養
う
。

 

【
幼
児
教
育
】

（
※
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
う
ち
、
特
に
関
係
の
あ
る
も
の
記
述
）

 

○
健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
幼
稚
園
生
活
の
中
で
充
実
感
や
満
足
感
を
持
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
心
と
体
を
十
分
に
働
か
せ
な
が
ら
取
り
組
み
、
見
通
し
を
持
っ
て
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を
作
り
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
。

 

○
し
て
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
，
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
，
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
し
，
友
達
と
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
，
決
ま
り
を
守
る
必
要
性
が
分
か
り
、
決
ま
り
を
作
っ
た
り
守
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

○
身
近
な
事
象
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
を
感
じ
取
っ
た
り
気
付
い
た
り
す
る
中
で
、
思
い
巡
ら
し
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
な
ど
の
様
々
な
考
え
に
触
れ
る
中
で
、
自

ら
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
考
え
直
し
た
り
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

○
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
基
に
、
生
活
の
中
で
心
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
感
じ
た
こ
と
や
思
い
巡
ら
し
た
こ
と
を
自
分
で
表
現
し
た
り
、
友
達
同
士
で
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
表
現
す
る
喜
び
を
味
わ
い
、
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

 

卒 業 後 も 運 動 や ス ポ ー ツ に 多 様 な 形 で 関 わ る こ

と が で き る よ う に す る 

多 く の 領 域 の 学 習 を 経 験 す る 

各 種 の 運 動 の 基 礎 を 

培 う 

発
達
の
段
階

 

平
成

２
８

年
５

月
２

６
日

 

教
育

課
程

部
会

 

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G
 

資
料

 
４

 

体
育
科
、
保
健
体
育
科
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

 

個 人 及 び 社 会 生 活 の 健 康 に つ い て 

よ り 総 合 的 に 理 解 す る 

個 人 の 健 康 に つ い て 

よ り 科 学 的 に 理 解 す る 

身 近 な 生 活 の 健 康 

に つ い て 理 解 す る 
別
添

1
2
－

2
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多
様
な
授
業
の
展
開

 

体
育
科
・
保
健
体
育
科
（
運
動
に
関
す
る
領
域
）
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）
 

※
課
題
発
見
・
解
決
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
は
例
示
で
あ
り
、
こ
れ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
必
ず
し
も
順
序
性
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。

 

個 や 集 団 の 学 び

の プ ロ セ ス 例  

易
し
い
運
動

か
ら
取
り
組

む
 

自
己
の
思
い
や

願
い
、
体
力
や

技
能
に
応
じ
て
、

目
標
を
も
つ

 

目
標
に
向
け

た
運
動
課
題

と
そ
の
解
決

方
法
を
知
る

 

自
己
の
能
力
や
チ
ー

ム
の
特
徴
に
応
じ
て

課
題
を
選
び
、
課
題

解
決
の
た
め
の
活
動

を
決
め
る

 

決
め
た
運
動

に
取
り
組
む

 

成
果
を

確
認
し
、

振
り
返

る
 

次
の
課

題
に
向

け
て
取

り
組
む

 

実
生
活
や
実

社
会
で
生
か

す
 

学 び に 

向 か う 力 

・
積
極
的
・
自
主
的
・
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
む

 
 
・
勝
敗
な
ど
を
素
直
に
受
け
止
め
る

 
 

 
 

 
 

・
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
す
る

 
 
・
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
お
う
と
す
る

 
・
仲
間
と
協
力
し
て
取
り
組
む

 
・
自
己
の
責
任
を
果
た
す

 
 
・
話
合
い
に
参
加
す
る

 
 

 
・
多
様
性
に
気
付
く
（
認
識
す
る
、
尊
重
す
る
）

 
 

・
粘
り
強
く
取
り
組
む

 
 

 
 

 
・
運
動
を
安
全
に
行
う

 
 

 
・
自
己
や
仲
間
の
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る

 

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

の
継
続
に
つ
な
が

る
態
度

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 

表 現 力 

運
動
の
行
い
方
を
理
解
し
、
今
で
き
る
力
で
取
り
組
む

 
知 識 ・ 

技 能 

知
識
を
活
用
し
、
選
択
し
た
方
法
等
で

運
動
に
取
り
組
む

 
運
動
の
実
践
に
よ
り
成
果
を

確
認
す
る

 

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
や
喜
び
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る

知
識
・
技
能

 

体
育
の
見
方
・
考
え
方
：
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
、
そ
の
価
値
や
特
性
に
着
目
し
て
、
楽
し
さ
や
喜
び
と
と
も
に
体
力
の
向
上
に
果
た
す
役
割
の
視
点
か
ら
捉
え
、

  
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 自
己
の
適
性
等
に
応
じ
た
『
す
る
・
み
る
・
支
え
る
・
知
る
』
の
多
様
な
関
わ
り
方
と
関
連
付
け
る
こ
と

 

学
習
の
広
が
り
や
深
ま
り

 
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び

 

特
性
に
応
じ
た
運
動
の
楽
し
さ
や
喜

び
に
気
付
く

 

運
動
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
仲
間

と
共
有
す
る

 

特
性
に
応
じ
た
運
動
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
仲
間
に
伝
え
る

 

自
己
の
能
力
や
チ
ー
ム

の
特
徴
に
応
じ
て
課
題

を
見
付
け
る

 

自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題

解
決
の
た
め
の
活
動
を

選
ぶ

 

課
題
の
解
決
に
向

け
、
運
動
の
行
い

方
を
工
夫
す
る

 

仲
間
と
と
も
に
、

課
題
の
解
決
を

す
る

 

課
題
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判
断
し
た
こ
と

を
言
葉
や
動
作
等
で
互
い
に
伝
え
合
う

 

課
題
の
達

成
度
や
そ

の
理
由
等

に
つ
い
て

考
え
る

 

自
己
の
能
力
や

チ
ー
ム
の
特
徴

に
応
じ
た
運
動

の
楽
し
み
方
に

気
付
く

 

仲
間
の
よ
さ
や
課
題
を
互
い

に
伝
え
合
う

 

自
己
に
合
っ
た
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
と

の
か
か
わ
り
方
を

見
付
け
る
と
と
も

に
、
実
生
活
や
実

社
会
で
実
践
で
き

る
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力

 

思
い
や
願
い

 
 

楽
し
い

 
や
っ
て
み
た
い

 
勝
ち
た
い

 
も
っ
と
う
ま
く
な

り
た
い

 
も
っ
と
知
り
た
い

 
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か

 
 

な
ど

 

指
導
上
配
慮
が
必
要
な
内
容
や
個
々
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
た
個
別
指
導

 

能 力 等 の 育 成 と 

主 な 評 価 の 例 

知
識
・

 
技
能

 

思
考
・

 
判
断
・

 
表
現

 

主
体
的

 
態
度

 

運
動
の
技
能
：
各
領
域
の
特
性
に
応
じ
た
技
能

 
知
識
：
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
に
つ
な
が
る
知
識

 

思
考
・
判
断
：
課
題
の
発
見
や
解
決
及
び
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
方
等
の
考
察

 
表
現
：
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
適
切
に
伝
え
る
【
学
習
カ
ー
ド
・
観
察
等
】

 

態
度
：
公
正
・
協
力
・
責
任
・
参
画
・
共
生
に
関
す
る
意
欲
、
健
康
・
安
全
の
確
保
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
愛
好
的
態
度

 

・
ス
ポ
ー
ツ
の

 
 
価
値
の
理
解

 
・
ス
ポ
ー
ツ
と

 
 
の
多
様
な
関

 
 
わ
り
の
広
が

 
 
り
や
深
ま
り

 

・
発
達
の
段
階
に
即
し
て
、
運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
一
般
原
則
等
の
知
識
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識
を
理
解
し
、

 
 
各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た
動
き
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
実
現
状
況
を
評
価
す
る
。

 
・
課
題
に
応
じ
て
活
動
を
選
ん
だ
り
工
夫
し
た
り
、
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
し
た
り
、
伝
え
る
相
手
や
状
況
に
応

 
 
じ
て
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
な
ど
の
実
現
状
況
を
評
価
す
る
。

 
・
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
と
も
に
、
公
正
、
協
力
、
責
任
、
参
画
、
共
生
、
健
康
・
安
全
に
関
す
る
態
度
の
実
現
状

 
 
況
を
評
価
す
る
。

 

平
 
成

 
２

 ８
 
年

 
５

 
月

 
２
６

 
日

 

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

 

資
料
５

 
別
添

1
2
－
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多
様
な
授
業
の
展
開

 

体
育
科
・
保
健
体
育
科
（
保
健
）
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）
 

※
課
題
発
見
・
解
決
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
は
例
示
で
あ
り
、
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
、
授
業
で
は
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
扱
う
こ
と
も
あ
る
。

 

個 や 集 団 の 学 び

の プ ロ セ ス 例  

健
康
課
題
へ

の
気
付
き
、

発
見

 
 

健
康
情
報
の

収
集
、
分
析
、

選
択

 
 

課
題
の
解
決

の
見
通
し

 
 

課
題
の
解
決
に
必

要
な
知
識
・
技
能

の
習
得

 
 

課
題
の
解
決
、

生
活
の
改
善

 
 

ま
と
め

と
振
り

返
り

 

次
の
課

題
に
向

け
た
取

組
 

実
生
活
や
実

社
会
で
生
か

す
 

学 び に 

向 か う 力 

・
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

 
 

 
・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に
協
力
し
て
活
動
す
る

 
・
自
他
の
健
康
に
関
す
る
取
組
の
よ
さ
を
認
め
る

 
 
・
社
会
生
活
で
健
康
・
安
全
を
優
先
し
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る

 

健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
の
実

践
力
を
発
揮
し
、

明
る
く
豊
か
な

生
活
を
営
む
態

度
 

実
生
活
や
実
社

会
で
健
康
を
保

持
増
進
で
き
る

思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 

表 現 力 

知 識 ・

技 能 

こ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
課
題
の
発
見
、
健
康
情
報
の
収
集
、
解
決
の
見

通
し
を
も
つ
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

 

課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
し
た
り
、
課
題
の
解
決
を
通
し
て
そ

れ
ら
を
深
め
た
り
す
る

 

単
元
で
習
得
し
た
知
識
・
技

能
の
成
果
を
確
認
す
る

 

生
涯
を
通
じ
て

健
康
の
保
持
増

進
す
る
こ
と
が

で
き
る
知
識
・

技
能

 

保
健
の
見
方
・
考
え
方
：
個
人
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
課
題
や
情
報
を
、
健
康
や
安
全
に
関
す
る
原
則
や
概
念
に
着
目
し
て
捉
え
、
疾
病
等
の
リ
ス
ク
の
軽
減

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 や

生
活
の
質
の
向
上
、
健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
関
連
付
け
る
こ
と

 

学
習
の
広
が
り
や
深
ま
り
 

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び

 

自
他
の
健
康
課
題

に
気
付
い
た
り
、

発
見
し
た
り
す
る

 

健
康
情
報
を
収
集
、

分
析
す
る

 

適
切
な
健
康
情
報

を
選
択
す
る

 

健
康
課
題
や
収
集
し
た
健
康
情
報
な
ど
を

仲
間
と
共
有
す
る

 

課
題
へ
の

対
処
や
解

決
を
予
想

す
る

 

課
題
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
た
り
、
判
断
し
た
り
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
っ

た
り
す
る

 

健
康
に
関
す
る
考
え
や
提
案

を
必
要
な
対
象
に
効
果
的
に

伝
え
る

 

健
康
情
報
や
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用

し
て
多
様
な
解
決
方
法
を
考
え
る

 

習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
自
他
の
生
活
に
関

連
付
け
た
り
、
適
用
し
た
り
す
る

 

多
様
な
解
決
方
法
の
中
か
ら
適
切
な
方
法
を
選
択
・

決
定
し
、
生
活
改
善
に
生
か
す
工
夫
を
す
る

 

学
習
結
果

を
整
理
、

解
釈
し
、

ま
と
め
る

 

学
習
結
果

に
基
づ
き
、

新
た
な
課

題
を
設
定

 
す
る

 

指
導
上
配
慮
が
必
要
な
内
容
や
個
々
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
た
個
別
指
導

 

能 力 等 の 育 成 と 

主 な 評 価 の 例 

知
識
・

 
技
能

 

思
考
・

 
判
断
・

 
表
現

 

主
体
的

 
態
度

 

・
健
康
の
概
念
的
な
知
識
の
習
得
や
状
況
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
技
能
の
獲
得
に
向
か
う
な
ど
の
学
び
の
過
程
か
ら
、
健
康
・

安
全
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
に
役
立
つ
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
実
現
状
況
を
評
価
す
る
。

 
・
健
康
に
関
す
る
課
題
発
見
・
解
決
を
念
頭
に
置
い
た
深
い
学
び
の
過
程
か
ら
、
健
康
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
を
目
指
し

て
考
え
、
判
断
し
、
そ
れ
ら
を
表
現
し
て
い
る
実
現
状
況
を
評
価
す
る
。

 
・
学
び
の
見
通
し
を
持
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
自
ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
の
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な

げ
る
な
ど
の
主
体
的
な
学
び
の
過
程
か
ら
、
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
及
び
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
活
動

に
主
体
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
実
現
状
況
を
評
価
す
る
。
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